
りよア政市村大 ( G月下旬号〕

盟
校
舎

【
水
害

地
区
】

中
部
訪
住
宅
、
水
川
住
宅
二
区
、

杭
出
津
住
宅
、
辻
田
町、

三
城
町

水
主
町

一

引

揚

者

給

付

金

等

支

給

法

に

よ

一ま
で
受
け
付
け
る
と
と
に
な
り
ま

【
高
潮

地

区

】

一

る

引

揚
者
給
付
金
お
よ
び
遺
族
給

一し
た
。

松
原
、
松
山
、
新
城
、
港
町
、
東
一
付
金
の
謂
求
期
限
は
、
去
る
五
月
一
引
揚
者

ωか
た
で
ま
だ
手
続
き

冊

、

一

ニ

浦

舟

津

海

岸

一

十
六
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
し
た

一を
し
て
い
な
い
か
た
は
阜
め
に
請

【
た
め
池
】

一が
、
同
日
付
で
法
簿
の
一
部
改
正
一
求
し
て
く
だ
さ
い。

池
田
の
担
、
烏
帽
子
谷
、
た
ぬ
き
の

一が
公
布
さ
れ
、
請
求
期
限
が
一

年

一

(
福
祉
事
務
所
)

馬
見
、
牛
口
堤
、
申
山
(
上
)
堤

一延
長
さ
れ
て
来
年
の
五
月
十
六
日

ま

す

。

っ

て

お

り

ま

す

の

で

、

お

忘

れ

な

現

什

く

納

め

て

く

だ

さ

い
。

村
市
制
奨
金
交

一
で
取
り
ま
と
め
て
納
入
さ
れ
て

お

一

(

保

険

衛

比

謀

)

付
規
程
が
一
部

一
ら
れ
る
と
ζ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り

一

改
正
さ
れ
て
、

一
ま
す
が
、
と
の
よ
う
な
と
乙
ろ
は

一

大

津

波

義

援

民

げ

汚
物
(
ゴ
ミ
)
一

「
取
り
ま
と
め
納
付
間
体
結
一

金

を

寄

託

H

ヨ
E

脱
出
手
数
料
の
一
成
問
」
(
団
体

加
入

者

名

完

入

一

現

在

)

告
知
書
の
配
付

一
用
紙
は
保
険
衛
生
主
二
ま
臼
長
一
国
立
病
院
看
護
学
院
自
治
会
一

お
よ
び
納
期
限
一
所
に
あ
り
ま
す
)
を
同
町
一
民
和

一
一
O
O円
、
市
内
各
中
学
校
一
八

内
に
十
川
市
以
一

へ
出
し
て
も
ら
え
ば
よ
い
わ
げ
で

一ブ

O
j
円

民

各

小

学

校

一

上
取
り
ま
と
め
一
す
。
も
じ
各
〈
庭

82ι
rq
付
さ

一七
、
七
一

O
川
、
大
村
市
迎
合
帰

納
付
し
た
も
の

一れ
て
い
る
と
ム
ろ

uuu
-

町
一人
会
・
日
赤
大
村
引
車
仕
聞

に
つ
い

て

翼

一内

・
婦

人

会

患

な

ど

十

場

以

一句
、
六
四
五
円
、

本
町
三
丁
目

金
が
交
付
さ
れ

一

一

品
人
会
二
、
0
0
0円
、
大
村
両

一
上
で
あ
れ
ば
取
り
ま
と
め
納
付
羽

一

一

l
一
γ生
徒
会
七
、
七
九
八
円
、
大
高

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一体
ぞ
つ
く
る
-し
と
が
で
き
ま
す
。
一

一

一

定

時

制

生

徒

会

二

、

九

一

五

円

、

乙
の
報
奨
金
は
六
月
二
十
五

u
一
と
の
報
奨
金
は
団
体
加
入
者
山
一
辰
義
援

金
一
四
、

一
O
四
円
、

納
期
阪
の
一
期
分
(
四
円
以
月
一
話
し
合
い
で
、
団
体
の
事
務
官
や
一
合
計
一
一
五
、
一
八
一
円

分
)
の
汚

続

出

手
数
宇
和
十
分
一
そ
の
他
、
加
入
者
の
た
め
い
ろ
い
一

一

一

(
福
祉
事
務
所
)

か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。
一
乃
な
費
用
に
使
用
す
る
乙
と
が
で
一

金
額
は
「
納
入
告
知
需
配
布
教

一き
ま
す
。

一

一
通
に
つ
き
一
円
」

と
「
納
期
限

一

一

家

の

ま

わ

り

の

排

水

内
に
十
世
帯
以
上
分
そ
取
り
ま
と
一
日
日
付
で
告
知
書
を
発
付

一

溝

は

き

れ

い

に

掃

除

め
て
納
付
し
た
も
の
に
対
し
て
告
一
間
和
三
十
五
任
度
汚
物
開
出
手

一

知
書
一
通
に
つ
き
円
」
が
、
そ

一数
料
納
入
告
知
書
令
六
月
十
五
同
一

し

ま

し

ょ

う

o

れ
ぞ
れ
団
体
代
表
者
に
受
付
さ
れ
一
付
で
町
務
岬
絡
需
品
伝
通
じ
て
注

一

持一吉川山に日
I

己・.一一
i
口一日f
持寸
F
A
U
-
-官、
リ帽
。川一
日1
U
T
U

・け一
-.H
t
u
p
--F
U

・日-U
1

心・.』司
ハ一日
1

A

・六百

パリ
ドい円
以
-
一ハ一ぃ
・守パ-'
パ一一
UHUHU
1

ハ信長ハ.一・・一
U
H
-
-

パ
・一一ドペ
E
.. 
-1
ハ
一
日
ジ
.u-

し

込

ん

で

ぐ

だ

さ

い

。

水

産

課

に

お

問

い

合

せ

く

だ

さ

付

図

は
枚

数

外

)

市

で

行

な

わ

れ

る

予

定

で

す

。

な
お
く
わ
し
い
乙
と
は
補
祉
事
務
い
。

ヘ一送
り
先
は
じ
月
十
五
け
ま
問
日
は
決
ま
り
次
第
お
知
ら

所
へ
お
た
ず
ね
く
だ

さ

い

。

で

県
統
計
課
へ
、
入
賞
ば
特
選
せ
し
ま
す
。

(
福
祉
事
務
所
)

一
点
、
入
選
三
点
、
住
作
三
点

に
県
統
計
協
公
総
説
抗
と
副
賞

が
附
ら
れ
ま
す
。

く
わ
し
い
乙
と
は
庶
務
組
へ

(
府
務
課
)

請
求
期
限
を
一
年
延
長

引

揚

者

"..，‘W例"'"、，、，、

でお ら
すも れ 畏
。なる崎
も注海
の意洋
l;:i羽2安t
つお象
ぎ よ 台
のびか
と 塾子月
二fδ判是亨8
りのせ

ミ
リ
以
上
)

イ
大
同
日
意
報

(
全
体
の
雨

長
が
八
十
ミ
リ
以
上
)

ウ

強
風
注
意
報

(風
速
十
三

手
洗
い
で
赤
痢
予
防

発行所
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〔
注
意
報
〕
つ

ぎ
の
各
号
の
基

準
以
上
で
災
害

が
予
似
え
」
れ
る
場
合
に
発
せ
ら

れ
ま
す
。

ア

風
間
庄
意
料

(
風
速
十
三

メ
ー
ト
ル
以
上
、
雨
量
八
十

メ
ー
ト
ル
以
上
)

エ
高
潮
注
意
報

(
台
風
時
に

高
潮
を
予
州
制
さ
れ
る
と
き
)

オ
波
浪
注
意
報
(
台
風
、
低

地
域
で
も
そ
れ
ぞ
れ
準
備
を
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の
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課
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こ
と
し
も
す

で

に

六

月

十

一

日

か

ら

権

耐

に

は

い

り

ま

し

た
。

こ

と

し

の

椛

雨

一
て
…

一
え
一

い

弛

岡

山

-
1
1
 

M

」

川

川

河

川

一
しム
一
川

咽

J
'
'

は

七

月

.F旬
ま

で

つ

づ

く

と

い

う

長

則

化

の

予

報

が

出

さ

れ

て

沿
り
ま
す
。

大
村
市
で
は
六
月
七
日
大
村
笹
察
署
一
一
階
で
災
害
対
策
協
議
会
を
開
き
大
村

替

察
署
、
消
防
川
、

A
H十
土
木
事
務
所
、
大

村

気

象

通
報
所
、

大

村

市

(

消

防

本

部

建
設
説

出
正
一U4

↓

dγ
川
木

、

h
作
山
化
刀
川
K
P
J

U
fu
lVAT--44
u

t
L
X
A
d
J1
U
¥
 

の
関
係
者
約
三

十

五

名
が

出

席

し

て

今

年

の

水

防

対

策

に

つ

い

て

話

し

合

い

ま

し

た

。

そ

の

治
も
な
も
の
は

つ
ぎ
の
と
お
り

で

す

が

、

も

っ

と

も

に
'凶

な

こ

と

は

気

象

情

報

K
注

意

し

て

行

動

す

る

こ

と

で

、

も

し

被山中
十け
を
う
け
る

よ

う

な
事

態

に

な

っ

た

場

合

は

最

少

限

に

被
害

を

と

ど

め

る

よ

う

出
向
さ
ん
の
ご
協
刈
を
む
似
い

し
ま
す
。

こ
と

K
一二

十

二

年

七

月

の

災

容

彼
旧

附
一山

で

、

大

上
一戸
川
な
ど

ま

だ

彼

旧

し

て

い
な
い
危
険

な

所

も

あ
り

ま

す

の

で、

と
く
に
関
係
地
域
の
か
た
は
応
急
措
置
、

也

知
対

策

な

ど

出

し

合

っ
て

万

全

の

準

備

を

と

と

の

え

た

い

も

の

で

す
。

(一)

正午のサイレンは取り止め

と 保

母

の

試

験

議

習

4
2
 

の

給

付

金

気
圧
発
生
時
波
浪
の
発
空
を

予
想
さ
れ
る
と
き
)

〔
腎
報
〕
人
命
に
影
響
す
る
重

大
な
る
災
害
が
予
想
さ
れ
る
場

合
に
指
せ

ら
れ
中立す

ア
大
雨
漕
倒

(
一
昼
夜
の
雨

月
川
.
一
百
ミ
リ
以
上
)

イ

暴

風

雨
審
判

(
台
風
時
風

速
二
十
五
メ
ー
ト
ル
以
と
)

計
量
士
に
な

り

た

い

人

へ

計
量
に
関
す
業
務
に
従
事
す

る
官
公
庁
の
職
員
、
そ
の
他
一

般
会
社
員
な
-
い
び
に
計
量
士
に

な
り
た
い
人
は
、
つ
ぎ
の
ど
お

り
計
母
教
習
所
の
入
所
試
験
が

実
施
さ
れ
ま
す
の
で
受
験
し
て

く
だ
さ
い。

試
験
日
七
月
二
十
九
日
、
三
十

日
福
岡
市
英
附
姻
附
中
央
計

量
検
定
所
相
同
支
所

試
験
料
同
日
一
般
常
識
、
数
学

物
理

願
書
提
出

H
七
月
十

一
日
ま
で

東
京
都
新
宿
凶
市
谷
河
田
町

八
番
地
、
通
商
産
業
省
計
量

教
習
所

な
お
、
く
わ
し
い
と
と
は
商
工

10世帯以上の団体に

ゴミ手数料の報奨金

(
商
工
木
内
諜

幼
鯉
を
あ
っ
せ
ん

沼
地
や
水
間
護
側
一
の
碕
苗
と

し
て
幼
鯉
を
あ
っ
せ
ん
し
ま
す

ム
申
込
七
月
十
日
空
で
殻

林
課
へ

〈
心
配
布

七
月
十
三
川
杭
出

問
郷
本
経
寺
下
十
字
路
間
上
宅

A
価
格
一
匹
(
大
)
四

円
ン
日
前
後
五
円

(
申
)
ゴ
一
日
ン

M
前
後
三
円

(
小
)
一
バ
ン
日

前
後
一
円

(
農
峠
明
日
)

統
計
の
懸
賞

論
文
を
募
集

長
崎
県
、
長
崎
県
統
計
協
会

で
は
つ
ぎ
の
と
お
り
統
計
の
懸

賞
論
文
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

A
輸
出
は

「
現
在

ω材
引
心

問
題
点
に
つ
い
と
」
四
阿
字
詰

原
稿
用
紙
三
十
枚
以
内
(
付
表

松

〈

い

虫

防

除

で

伐

採
木
の
移
動
禁
止

県
で
は
松
く
い
虫
を
防
除
す

る
た
め
一
八
月
二
十
‘
パ
一か
ら
来

年
一二
月
一ニ
ト

十
日
光
で
、
松
く

い
山
が
つ
い
て
い
ろ
同
採
木
は

ど
行
料
開
黙
止
υ

川北
九
日
し
中
J

仇し

た
の
で
、
関
係
者
の
ど
協
力
ぞ

お
聞
い
し
ま
す
。

(
段
付
税

危
険
物
取
級
主

任

者

の

試

験

z
h
h勺
hA功
、ヤ
仁
工
a

都
町
内
凡
九
六

4
v
Hト
川

1
1

，I
--
7r
d
drκν

が
じ
門
下
旬
β
崎
巾
と
佐
附
保

消
防
本
部

農
委
選
挙
立
候
補
予

定
者
に
説
明
会

木
信
白
叶
十
五
川
に
大
村
市

股
架
設
以
ム副
作
一日以

ω任
期
禰
了

に
よ
あ
選
替
が
行
な
わ
れ
ま
す

が
、
と
内
選
，
P
に
立
候
補
円
れ

る
人
や
、
選
挙
運
動
に
六
ず
さ

わ
る
人
を
対
象
に
.
つま
じり
と

お
り
説
川
会
を
附
似
し
ま
す
わ

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ム
日
時
七
月
二
日
(
土
)
午

前
十
時
か
ら

〈
場

所

代

川

議

場

備
考
け
け
当
H
寸
一候
補
者
心
得
」

お
よ
び
V
民
初
日
川
関
時
書
類

を
d

一間
附
付

レ
ま
ず
@

(
所
市
川円
円
安
民
会
)



鹿
川
叫
ん
ぺ
段
作
物
噌
収
の
た
め
使
用

拝
五
問
料
H
兇
四

一
俗
五
、

い
え
ど
も
倒
人
で
は
「
何
用

」

も

昭

和
三
十
五
年
へ
五
月
末
現
在

O
じ
じ

ぐ
ら
い

残
っ
た

ホ
リ
保
管
さ
れ
て
い
る
。

ん

さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
殺
人
事
件
努
犯
す
傷
一
計
「
所
持
」

も
「
保
管
」
も
で
き
な
死
者
一
名
、
傷
者

な

し

ド

l
冬
、

返
す
の
は

「も
っ
た

こ
、
個
人

保

管

で

き

ろ

襲

の

三

〉

:

一
向

曲
一
厨
市
…一一-

J

土
使
用
で
き
な
い
人
が
使
っ
た
り
故
死
亡
四
.
二
傷
者
一
一

で
、
と
れ
い
こ
ζ

に
な
「
て
い
ま
す
。
の
事
故
死
が
あ
り
ま
じ
た
が
、
そ
い
な
い
」
と
マ
ラ
ソ
ン
の
空
び
ん
保
管
状
況
が
悪
い
と
い
う
こ
と
い

d

;

:

戸
、
二
市
宮
内
窓
会
以
っ
と
り
、
保
管

に
使
用
さ
れ
町
捺
芯
ホ
リ
ド
ー

し
た
が
っ
て
、

ホ
リ
ド
ー
ル
な
ど
の
事
例
を
あ
げ
ま
す
と
、

t
f
替
玉
に
し
て

一
O
C

C
入
ホ

が
い
え
る
よ

つ

で

す

。

吋

;

;↑門
水
稲
〕

一
で
去
な
い
人
が
凶
人
保
官
を
し
て

ル
(
四
五
%
)
マ
ラ
ソ
ン

(一
一
六
に
よ
る
一
事
故
川
皆
無
で
な
け
れ
ば
①

O
O町
O
O実
行
組
合
指
導
リ
ド
l
ル
を
自
宅
物
置
小
屋
に
保
米
一
俵
の
憎
収
に
人
の
命
は
替
え

恥

一
い
プ
の
た
め
に
、
尊
い
人
命
が
失

わ

%
)
テ
ツ
プ
(
七
%
)
パ
ラ
チ
オ
な
ら
な
い
は
ず
の
も
の
が
な
ぜ
乙
員

A

は
、
共
同
防
除
名
儀
で
態
管
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
や
長
男
ら
れ
ま
せ
ん
。

一

肥
料

H
m料
は
一
チ
ッ
ソ
一

一
れ
C
い
る
と

と

を

皆

さ

ん

ど

存

じ

・

の

C
(十
六
才
)
が
服
毒
、
か
大
村
密
封
署
で
は
「
農
誌
を
取
一

「
リ
ン
サ
ン
」

「
カ
リ
」
の
三

工
U
P咋
黙

の

鰻

誌

も

っ

と

保

管

を

厳

璽

に

れ

ぃ

何

臨

時

た

。

日

お

れ

向

日

れ

れ

ゆ

い

と

目

立

比

一一吋
に
間
合
レ
て

畑

一

間
利
一
一十

逗
度

死

者

同

五

苗

代

駆
除
に
防
人
し
た
マ
ラ
ソ
施
ず
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で

一

明
肥
且君

、
D
水
田
の
立
地

竺

名

目

三

年

度

死

者

五

七

農

薬

・

使

い

方

で

は

人

命

を

奪

っ

弘

琵

F
U口

説

け

日

れ

れ

山

持

者

一

M
m
r
u
m
-
v
m
h
詰

名

、

傷

者

七

名

放

出

血

し

て

い

た

の

を

、
係
仏
(
十

(

大

村

警

察

署

)
一
え
て
決
の
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

昭
和
三
十
川
年
度
死
者
凶
三
ン
(
六
%
)
そ
の
他
(
コ

ヨ
)

ん
な
に
多
い
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
協
か
ら
ホ
リ
ド
ー
ル
数
γ
本
を

一

八
才
)
が
服
帯
し
て
命

JZ
ち

ま

一

ん
の
で、

一
慨
に
は
い
え
ま
せ

名、

傷
者

一一

名
と
な
っ
て
い
ま
と
な
っ

て
力
り
、
ホ
リ
ド
ー
ル
に
の
原
閃
は
税
明
す
る
ま
で
も
な
く
析
購
入
じ
た
が
、
共
問
防
除
を
す
し
た

。

一

ん
が
、
一
0
ア
ー
ル
当
り
四
五

す

。

よ

る

事
故
が
も
っ

h
も
多
い
の
で

「
州
人
庄
市
が
な
さ
れ
て
い
る
か
る
乙
と
な
く
各
人
へ
と
れ
を
配
分

い
ま
ま
で
起
き
た
事
故
の
原

因

を

↑

0
キ
ロ
グ
ラ
ム
(一ニ石
)
ぐ
ら
い

昭
和
三
十
四
年
度
の
事
故
死
の
内

あ
り
立
す

G

ら
」
で
す
。
大
村
市
で
も

駆
除
が
終
っ
た
と
思
わ
れ
る
数
け
調
べ
ま
す
と
、
使
用
時
の
事
故
は

一
の
収
量
を
目
標
と
す
る
場
合
、

訳
は
、

こ
の
ホ
リ
ド

l
ル
ば
特
定
毒
物
昭
州
一ニ十
内
何
度
死
者
六
名
後
、
空
び
ん
の
問
収
を
し
た
が、

少
な
く
な
っ
て
き
ま
し

た

が

、

↑

・

ナ
ッ
ソ
は
成
分
で
六
キ
ロ
(
一

過
失
に
よ
る
申
毒
H
死
亡
二
、

傷
と
し
て
指
定
キ
受
け
、
な
に
人
と

何
者
一一
名

践

菜

B
は
、
三
び
ん
の
う
ち

一

一
、
保
管
で
き
な
い
農
誌
が
個
人

一

・
ベ
貫

)
l
七・

五
キ
口
(
一
一

↑
民

J

リ
ン
サ
ン
は
四

・
五
キ
ロ

りよだ

" 
.. 
.. 

一一一一-一一£一
一一一一一一
1

t

・1
z

一口.
-一一-一一二

Z

一一一一
一iz-
-
-
e
リコば三月一一・・
1:
ι
1
e
:

:
1p

z
z

Z
E-
-
g
z
・
:・--a
z
i--

z
=

-ー

-.. 

.. 
9・. 
・ー

・・p. 
、F

.. 

一

.. 
・ー

カ

に
よ
っ
て
大

N
H
O
N
S
会
か
ら

出
府
す
る

f

し
と
ど
な
り
、
渡
辺
利

富
雄
告
長
が
出
席
す
る
乙
と
に
な

り
ま
し
た

(
片
付

S
会
は
宵
少

不
良
化
防
止

ωた
め
に
活
動
し
て

い
あ
同
体
で
す
)

(
福
祉
事
務
所
)

政

場
mm

修
武
舘
を
市
民
に
開
放

市

平
日
は
夕
方
五
時
か

ら
二
時
間

本
軍
四
弓
唆
工
し
た
穴
村
警
察
-の
と
お
り
で
じ
た
。

審

議

事

長

舘
は
五
月
二
十

一優
勝

憲

型

金

二
日

2
口
日
苧
え
ら
ん
で
道
場
開
一

2
位

福

一京
地区

式
を
行
な
い、

演
成
大
会
と
し
て

一3
位
四
大
村
地
区

日
政

大
付
市
運
命
防
犯
組
合
、
大
村
謹

一
4
位
松
原
附
区

祭
器
共
舗
で
、
地
区
刈
防
犯
組
合

一

(
大
村
瞥
察
署
)

少
年
剣
道
£
季
開
催
し
ま
し
た
一
大
村

H
H
吋
会
か
ら

一

と
と
ろ
組
合
員
の
ご
協
刀
に
よ
り
一

渡

過
さ
ん
全
国
大
会
に

一

十
二
組
の
少
年
剣
士
が
参
加
し
盛

一

七
月
一
二
、
四
日
東
京
で
開
か
れ

一

大

に

催

レ

ま

し

た

。

一

る

日

け

れ

門
会
全
国
育
会
に
、

一

同
暑
C
は
こ
れ
を
機
去
に
道
場

一R
H
S
H
R崎
県
連
胞
の
推
せ
ん

一

を
市
民
の
皆
慌
に
開
放
し
、
と
く一

に
背
少
年
の
心
身
そ
鍛
い
伎
を
棟

一

る
灯
個
の
道
場
と
し
て
利
用
し
て

い
た
だ
/凡
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
皆
僚
が
た
の
ど
活
用
ぞ
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

一
般
の
か
た
の
道
場
心
使
用
暗

聞
は
大
体
平
日
の
場
合
は
、
午
後

五
時
か
ら
七
時
ま
で
と
し
、
土

・

日
曜
は
午
後
一
時
か
ら
七
時
ま
で

と
定
め
て
お
り
ま
す
。

村大〈毎月1日，10s，20日発行〉
昭和35年 6月20日

(昭和33年4月22日第三禍郵便郎;き可)

萱
淵
地
区
が
凶
勝

な
お
、

少
年
大
会
の
成
績
は
つ
ぎ

農
繁
期
に
な
る
と
空

巣、

忍
込
、
押
売
り

な
ど
の
盗
犯
が
ふ
え

て
き
ま
す
。

家
を
留
守
に
す
る
と

き
は
力
ギ
を
か
け
て

隣
近
所
に
た
の
ん
で

行
き
ま
し
ょ
う
。

大
大
雨
期
迫
る

「
ポ
防
体
勢

の

強

化
J

Z
ハ
月
末

i
七
月
初
め」

「
大
水
が
出
た
ら

抑制
む
わ
ね
」
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農
薬
を
使
っ
た
水
田
に

は
赤
旅
が
立
っ
て
い
ま

す
》
険
危
で
す
か
ら
近

寄
ら
な
い
よ
う
に
注
意

し
ま
し
ょ
う

u

い
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月
後
に
は
償
還

役
_iL 
ペコ

て
い
る
社
協
の
資
金

三n公穴ずィカカカ

本
年
三
月

中
学
校
を
卒
業
し
て
県
外

に
就
職
し
た
こ
ど
も
た

{:.{六公正託公式rベヌ

ち
が
い
巾
内
で
も
た
く
さ
ん
い

ま
す
が

そ

の
な
か
で
大
村
市
社

会
福
利
協
議
会
の
文
一段
資
金
を
立
派
に
役

た

て
た
感
心
な
こ
ど

も
の
例
な
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

(一・

士
貫
)
J五
・

一一一
キ
ロ

(
一
・
阿
賀
〕
カ
リ
は
五
・

=一キ

ロ
(
一
・
四
百
)
J
六
・
八
キ

ロ

(
一
・
八
貫
)
ぐ
ら
い
が
標

準
で
し
ょ
う
。
リ
ン
サ
ン
は
全

量
治
肥
に
、
カ
り
は
全
盛
-
河
肥

あ
る
い
は

一
部

(三
分
の

一
ぐ

ら
い
)
を
追
肥
と
し
、

チ
ッ
ソ

は
山
間
冷
涼
地
借
や
埴
土

(赤

土
)
地
帯
や
関
数
型
品
種
の
場

合
、
田
植
の
お
そ
い
場
合
は
六

割
ぐ
ら
い
を
元
肥
と
し
、
砂
壊

土
地
帯
(
軟
落
地
帯
)
で
は
五

削
ぐ
ら
い
を
一
市
肥
と
し
て
追
肥

(二
間
)
に
重
点
を
お
い
た
万

が
よ
い
よ
う
で
す
。

消
肥
の
分

は
残
し
て
凶
き
ま
し
ょ
う
。

田
楢
リ

田
植
は
苗
の
本
葉

が
六
l
七
校
が
適
当
で
す
d

。

(本
年
の
苗
代
の
播
種
期
か
ら

み
る
と
七
月
五
日
ご
ろ
ま
で
に

は
終
り
た
い
も
の
で
す
)
で
き

ろ
だ
け
成
地
と
し
、
苗
が
伸
び

す
ぎ
て
浅
植
の
で
考
な
い
と
き

は
張
先
を
少
し
切
っ
て
植
え
た

方
が
よ
い
。
切
り
す
ぎ
な
い
よ

う
注
意
が
肝
要
で
す
。

株
数
は
三

・
三
平
方
メ
ー
ト

ル

(
一坪
)
当
り
六

O
株
以
上

は
必
要

σす
。
防
邸
主
哨
川市
は

仕
事
も
し
や
す
い
並
木
植
、
二

条
植
が
よ
い
。

補
植
用
の
苗
は
畔
端
で
は
な

く
腔
の
中
ほ
ど
に

一
株
分
つ
つ

植
え
て
お
い
た
が
よ
い
。

〔
甘
藷
〕

麦
間
挿
苗
の
も
の
は
一元
肥
を

施
レ
て
畦
を
早
く
盤
え
ま
し
ょ

甘
紺
粉

木
口
寅
治

(県
蝿
業
改
良
普
及
所
)

う
。
陛
の
上
に
土
宇
多
く
か
け

m

な
い
よ
う
肩
に
あ
げ
ま
し
ょ
う

一

〔

み

か

ん

〕

-

雑
草
の
繁
っ
て
い
る
圏
や
敷

「

ワ
ラ
が
樹
幹
の
根
元
ま
で
施
し
一

て
あ
る
の
が
多
く
見
う
け
ら
れ

一

ま
す
。

天
牛
の
被
害
ぞ
う
け
や

叫

す
い
の
で
根
元
は
あ
け
て
お
き
↑

ま
し
ょ
う
。

(

幼
木
園
)明

雑
草
は
刈
り
取
っ
て
敷
き
ま
~

し
よ
う

。

明

追
肥
は
F
旬
か
ら
七
月
と
旬

ん

に
か
け
て
行
な
い
、
成
木
は
年
ヤ

聞
の
コ
一
割
ぐ
ら
い
を
リ
ン
サ
ン

昨

カ
リ
を
主
体
に
胞
し
ま
す
。
そ

~

の
伺
み
か
ん
の
栽
培
麿
を
参
照

い

し
て
く
だ
さ
い
。

前t

納
期
は
六
月
三
十
日
ま
で

で
す
。

期
日
ま
で
に
忘
れ
な
い
よ

う
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

三

税
務
課
)


